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開催趣旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

本展覧会の３つの見どころ 

 

1. 新しく生まれ変わった皇居三の丸尚蔵館の施設で、皇室に受け継がれてきた多種多彩な品々

を４期に分けてご紹介！ 

 

2. 国宝・藤原定家《更級日記》、国宝《春日権現験記絵》、国宝・狩野永徳《唐獅子図屏風》、国

宝・伊藤若冲《動植綵絵》(第４期では全 30幅のうち 4幅を公開）など、当館を代表する名

品を多数公開！ 

 

3. 第 3期では伝狩野永徳《源氏物語図屏風》、円山応挙《源氏四季図屏風》など源氏絵の名品も

登場！ 

本展は、昨年 11 月に開館 30 年を迎えた三の丸
さんのまる

尚蔵館
しょうぞうかん

が、令和という新たな時代に、装

いを新たに「皇居三の丸尚蔵館」として開館したことを記念して開催するものです。 

約8ヵ月にわたって開催する本展では、「皇室のみやび」をテーマに、当館を代表する多種

多彩な収蔵品を 4期に分けて展示します。第１期では、国宝・小
お

野
のの

道
みち

風
かぜ

《屏
びょう

風
ぶ

土
ど

代
だい

》、国宝・

《蒙
もう

古
こ

襲
しゅう

来
らい

絵
え

詞
ことば

》など、近年指定された国宝 4 件を公開しました。第２期では、重要文化

財・海
うん

野
の

勝
しょう

珉
みん

《蘭陵王置物
らんりょうおうおきもの

》、横山
よこやま

大観
たいかん

《日
ひ

出
いづる

処
ところ

日
に

本
ほん

》といった、近代日本のすぐれた美

術工芸品のほか、明治・大正・昭和の天皇皇后ゆかりの品々をご紹介しました。第３期では、

国宝・藤
ふじ

原
わらの

定
さだ

家
いえ

《更級
さらしな

日記
に っ き

》など、近世までに京都御所や宮家などに伝えられてきた品々

を、そして第４期では、国宝・狩野
か の う

永
えい

徳
とく

《唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

》、国宝・伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

《動
どう

植
しょく

綵
さい

絵
え

》と

いった、皇室にもたらされた数々の名品を公開します。 

 これらは、いずれも皇室に受け継がれてきた貴重な品々です。本展を通じて、長い歴史と

伝統の中で培われてきた皇室と文化の関わり、そしてその美に触れていただければ幸いで

す。 

※出品作品は全て国(皇居三の丸尚蔵館収蔵）の作品です。 
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皇居三の丸尚蔵館について 

三の丸尚蔵館は、平成元年(1989）に上皇陛下と香
こう

淳
じゅん

皇后により、皇室に代々受け継がれた美術品が国に寄贈され

たことを機に、その保存と研究、公開を目的として、平成 5 年(1993)11 月に皇居東御苑
ひがしぎょえん

内に開館しました。館名の

「尚蔵」は、古代律令制において 蔵 司
くらのつかさ

の長官「くらのかみ」をさし、大切に保管するという意味を持ちます。また旧江

戸城三の丸の地に建設されたことに由来して「三の丸尚蔵館」と名付けられました。 

当館の収蔵品は、各時代を代表する名品が多く含まれており、日本を中心とする東洋の美術工芸品のほか、幅広い時

代、地域、分野の品々がみられることが特長です。 

当館は、令和 5年(2023）11月に開館 30年を迎えました。これまで、時代や分野、各作品の主題などからテーマを

選び、90 回の展覧会を開催してきました。また、天皇陛下の御即位や両陛下の御成婚を記念する特別展、そして海外と

の交流展などを 16回開催し、皇室と文化の関わりについて、その紹介と普及に努めてきました。 

令和元年(2019）からは、収蔵庫と展示室を拡充し、より充実した活動を行うために、新たな施設の建設が進められ

ているとともに、昨年 10月には管理・運営が宮内庁から独立行政法人国立文化財機構へ移管され、同年 11月より「皇

居三の丸尚蔵館」の名称で開館しました。 

開催概要 

名 称 皇居三の丸尚蔵館 開館記念展「皇室のみやび－受け継ぐ美－」 

会 期 令和 5年(2023)11月 3日(金･祝)～令和 6年(2024)6月 23日(日) 

 終 了 第 1期:｢三の丸尚蔵館の国宝｣ 令和 5年 11月 3日(金･祝)～12月 24日(日) 

 第 2期：「近代皇室を彩る技と美」 令和 6年１月４日(木）～３月３日(日） 

 第 3期：「近世の御所を飾った品々」 令和 6年３月１２日(火）～５月１２日(日） 

 第 4期：「三の丸尚蔵館の名品」 令和 6年５月２１日(火）～６月２３日(日） 

※各期で会期中、一部展示替えあり 

休 館 日 月曜日(ただし 4月２９日と５月 6日は開館し、翌火曜日休館)、 

展示替え期間 ※その他諸事情により臨時に休館する場合があります 

開 館 時 間 午前 9時 30分～午後 5時(入館は午後 4時 30分まで）  

入 館 料 一般 1,000円、大学生 500円 
※「皇室のみやび」展の展覧会図録と一般入館料がセットになった「図録(みやび展）付きチケット」(2,500 円）も販売。その
他、解説付きの鑑賞チケットも提供予定(詳細は後日ウェブサイトに掲載）。 

※高校生以下及び満 18歳未満、満70歳以上の方は無料。入館の際に年齢のわかるもの(生徒手帳、運転免許証、マイナン

バーカードなど）をご提示ください。 
※障がい者手帳をお持ちの方とその介護者各 1名は無料。 
※事前に日時指定予約をお願いします。 

作 品 件 数 第１期：４件(14点）、第２期：約 60件(100点）、第３期：約 38件(52点）、第４期：約 14件(26点） 

主 催 皇居三の丸尚蔵館 

会 場 皇居三の丸尚蔵館 第 1期：展示室 2、第 2期〜第 4期：展示室 1・2 

 (〒100-0001 東京都千代田区千代田１－８ 皇居東御苑内） 

[皇居三の丸尚蔵館ウェブサイト] https://shozokan.nich.go.jp/ 

お問い合わせ 050-5541-8600(ハローダイヤル） 

U R L ［展覧会特設ページ] https://pr-shozokan.nich.go.jp/miyabi/ 

【報道に関するお問い合わせ】 
皇居三の丸尚蔵館広報事務局(共同 PR内） 担当：三井 

〒104-0045 東京都中央区築地 1-13-1 銀座松竹スクエア 10階 TEL: 03-6264-2382  
E-mail: shozokan-pr@kyodo-pr.co.jp 

 

mailto:shozokan-pr@kyodo-pr.co.jp
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第 3期 近世の御所を飾った品々 
 

令和 6年 3月 12日(火)～5月 12日(日) 
前期：3月 12日(火)～4月 7日(日)  後期：4月 9日(火)～5月 12日(日) 

 

歴代の天皇や皇族は、学問や文化芸術に造詣が深く、それらの保護にも熱心でした。そのため各時代にさ

まざまな品々が集積され、大切に受け継がれてきました。第３期では、国宝・藤原定家《更級日記》など、「御
ご

在
ざ い

来
ら い

」と称される京都御所に伝来した作品をはじめ、旧 桂
かつらの

宮家
み や け

伝来の伝狩野永徳《源氏物語図屏風》など、

近世の御所や宮家を飾った書画や工芸、楽器などをご紹介します。 

 

 
広報画像 3-1 

 《浜松
はままつ

図
ず

屏風
びょうぶ

》海北
かいほう

友松
ゆうしょう

 桃山時代 慶長 10年(1605) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：4/9～5/12] 

 

  
 

広報画像 3-2  

《源氏
げ ん じ

物語
ものがたり

図
ず

屏風
びょうぶ

》伝狩野
か の う

永
えい

徳
とく

 桃山時代(16～17世紀) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：3/12～4/7] 
 

 

 

広報画像 3-3 

国宝《更級
さらしな

日記
に っ き

》藤原
ふじわらの

定家
さだいえ

 鎌倉時代(13世紀)  

皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：3/12～5/12(半期頁替)] 

 
 

広報画像 3-4 

《琵琶
び わ

 銘
めい

 旭
あさひ

》徳
とく

川
がわ

斉
なり

昭
あき

 江戸時代 嘉永 7年(1854)  

皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：4/9～5/12] 
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広報画像 3-5  

《雲
くも

紙本
がみぼん

和漢
わ か ん

朗詠集
ろうえいしゅう

》巻上(部分) 伝藤原
ふじわらの

行
ゆき

成
なり

  
平安時代(11世紀) 皇居三の丸尚蔵館収蔵  

[展示期間：3/12～5/12(半期巻替)] 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報画像 3-6  

《源氏
げ ん じ

四季
し き

図
ず

屏風
びょうぶ

》(右隻) 円山応挙
まるやまおうきょ

  

江戸時代(18世紀) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 

 [展示期間：4/9～5/12] 

 

 

 

 

 
 

広報画像 3-7  

《蔦
つたの

細道
ほそみち

蒔絵
ま き え

文台
ぶんだい

・硯箱
すずりばこ

(御
ご

在来
ざいらい

)》桃山時代(16世紀)  

皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：3/12～4/7] 

 
 

広報画像 3-8  

《修学院
しゅがくいん

焼
やき

ふくべ形
がた

香炉
こ う ろ

》江戸時代(18世紀)  

皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間： 3/12～5/12] 

 

関連イベント 第３期「近世の御所を飾った品々」 ギャラリートーク開催! 

展示室をめぐりながら、展示内容やみどころを当館研究員がわかりやすく解説します。 

研究員おすすめ作品の紹介も！お気軽にご参加ください。 

 

開催日時:   

 

 

 

会   場：皇居三の丸尚蔵館 展示室１・２   定  員：なし 開始時間までに展示室２にお集まりください。 

参加申込不要、参加費無料 ※ただし当日有効の入館チケットの事前予約が必要です。 

 
ご参加を希望される方は、各回の開始時間までにご入館可能なチケットをご予約ください。 

図録（みやび展）付きチケットをご予約の方もご参加いただけます。 

 

３月 20日（水・祝） 
４月 12日（金） 
４月 27日（土） 

①10：40～11：10 ②13：40～14：10 担当：髙梨 真行 
①10：40～11：10 ②13：40～14：10 担当：五味 聖  
①10：40～11：10 ②13：40～14：10 担当：戸田 浩之 
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第４期 三の丸尚蔵館の名品 

 

令和 6年 5月 21日(火)～6月 23日(日) 
※会期中、一部展示替えあり 

 

近代以降、御即位や御結婚などの皇室のお祝い事や国内各地への行幸（天皇の外出）など、さまざまな機

会に皇室へ美術品の献上が行われました。そうした献上品の中には、国宝の《唐獅子図屏風》や《動植綵絵》な

ど、日本美術として高く評価される名品が含まれています。 

開館記念展「皇室のみやび－受け継ぐ美－」を締めくくる第４期では、献上された品を中心として、絵画、

書跡、工芸品から選りすぐりの名品をご紹介いたします。 

 
広報画像 4-1 

国宝《唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

》(右隻) 

 狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

 桃山時代(16世紀) 

 皇居三の丸尚蔵館収蔵  

[展示期間：5/21～6/23] 

 

 

 
 

 

 

広報画像 4-2 

《双鶏
そうけい

置物
おきもの

》戸島光孚
と じ ま こ う ふ

ほか 大正 5年(1916) 皇居三の丸尚蔵館収蔵  

[展示期間：5/21～6/23] 

 

 
 

広報画像 4-3  

《閑庭鳴
かんていめい

鶴
かく

・九重
ここのえ

ノ
の

庭之図
に わ の ず

刺繍
ししゅう

屏風
びょうぶ

》髙
たか

島屋
し ま や

呉服店
ご ふ く て ん

 昭和 3年(1928) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：5/21～6/23] 
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広報画像 4-4 

国宝《春日
か す が

権現
ごんげん

験記
げ ん き

絵
え

》巻一(部分) 高階
たかしな

隆兼
たかかね

  

鎌倉時代 延慶 2年(1309)頃 皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：5/21～6/23] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報画像 4-6 

《花鳥
かちょう

十二ヶ月図
じ ゅ う に か げ つ ず

 三月
さんがつ

 桜
さくら

に雉子図
き じ ず

》

酒井抱一
さかいほういつ

 江戸時代 文政 6年(1823)  

皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：5/21～6/23] 

全１２幅のうち４幅を公開 

 
 

広報画像 4-5 

《宇治川
う じ が わ

蛍
ほたる

蒔絵
ま き え

料紙箱
りょうしばこ

・硯箱
すずりばこ

》硯箱 初代
しょだい

飯塚
いいづか

桃
とう

葉
よう

  

江戸時代 安永 4年(1775) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 [展示期間：5/21～6/2] 

  

 

 

広報画像 4-7  

国宝《動
どう

植
しょく

綵
さい

絵
え

 芙
ふ

蓉
よう

双
そう

鶏
けい

図
ず

》 
[展示期間：5/21～6/23] 
 

広報画像 4-8  

国宝《動植綵
どうしょくさい

絵
え

 諸
しょ

魚
ぎょ

図
ず

》 

[展示期間：5/21～6/23] 

 

伊藤若冲
いとうじゃくちゅう

  

江戸時代(18世紀) 皇居三の丸尚蔵館収蔵 

全 30幅のうち 4幅を公開 

 


